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同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 
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２０２２年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７４２名 

 大   学 計   ３３，７５５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，５５６名 

 合 計 計   ６６，５４０名 

 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計 ＊９１，５１７名 

 

   総合計 １５８，３６０名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

 

  第１０回酪農学園短期大学第９期生同期会報告 

  
 ９月２２日（金）新札

幌のホテルエミシア札幌

に九州、四国、神奈川、

秋田、道内はせたな、札

幌、由仁、野幌と１５名

が集まり、一夜を共にし

て、語り明かしました。 

 翌日は酪農学園内を見

学し、ホームカミング

デー（９０周年記念礼

拝・記念講演）の講演に

も参加させていただき、

懐かしくもあり、大きく

変わった学園の姿にただ

目を見張るばかりでし

た。 

 ２０１７年に小樽での同期会が最後でしたので６年ぶりになります。８４歳という歳月

をそれぞれ生き抜いて来た仲間から足腰が弱くなり参加したいが出来ないという便りが届

きました。 

 また、元気だった仲間が一人去り二人去り、元気な内にまた会いたいと言って居たのが

思い出されます。 酪農学園で学んだ三愛精神と健土健民に生かされて、これからの歩み

も健康に留意して社会に奉仕していきたいと思います。 (文責 西川 求） 

 



同窓会開催報告            

第７巻 第７号（通号８０号） 

  緑風会宮城県支部（伊達な酪農OB会）報告 

 令和５年９月２日（土） 宮城県仙台市 かこいや仙台駅前

店を会場に令和５年度緑風会・伊達な酪農OB会が４年ぶりに

開催されました。 

 当日、同会が企画した、酪農学園大学説明会が宮城県農業高

校を会場に午後１時から行われた。午後６：００から緑風会総

会・懇親会が行われました。 

 説明会・総会・懇親会には、酪農学園大学から入試広報セン

ターの入試専門員大和田範雄さん、事務次長の石川和哉さん、

農業科教育研究室 飛谷淳一准教授の３名にもご参加いただ

き、匹田哲弥会長の挨拶で乾杯の音頭が取られました。 

 総会・懇親会では、令和５年度事業会計予算案が承認されま

した。また、酪農学園大学からお越しいただいたお三方と、

OB・OGの会員で過去から現在への大学の変容や農業技術に

ついて語りあったり、今年度酪農学園大学を卒業し、教員と

なった大森先生と所属していた研究室の恩師である飛谷淳一准

教授の、師弟ツーショットの撮影など大いに盛り上がりまし

た。有意義な懇親会になった事を報告いたします。（利府支援

学校 大森雅希） 
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 食と健康学類 管理栄養士ｺｰｽ５期生同期会報告 

 2023年8月26日、札幌市中央区にある「ろく六」を会場に

管理栄養士コース5期生で同窓会を開催いたしました。同期の

1/3の１１名が出席いたしました。 

 社会人2年目よりコロナ渦に見舞われ、卒業から5年目にして

やっと集まることができました。それぞれ転職や結婚を経てこ

れからの人生設計、キャリア形成について有意義な意見交換の

場となりました。（幹事 五代儀りか、松田和子） 

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS 

     
関東甲信越地区新潟県支部総会報告 

 去る８月２６日（土）午後５時から、新潟市内の新潟東映ホ

テルを会場にして令和５年第１５回関東甲信越地区新潟県支部

定期総会を開催した。会員は１２名の予定が所用のため７名の

出席。北原支部長の挨拶に続き、北原支部長を議長に、高橋正

和氏を書記に選出した。 

 第１号議案は令和２～４年度の一括事業報告及び会計報告並

びに監査報告を審議し、承認可決した。第２号議案は令和５年

度事業計画並びに会計予算（案）について、審議の結果承認可

決した。第３号議案は役員改選の件 審議の結果、北原良一支

部長他の役員が選任された。北原議長の閉会宣言で総会を終了

し、記念撮影ののち、懇親会を実施した。 

 コロナ明けの為、集まりが鈍く、また記録的少雨と高温によ

り農作業及びこれに関わる会員の急な欠席が目立ち、人数とし

て低調となりました。しかしながらお集まりの面々には久ぶり

の再会に懇親会では楽しく語らうことができ事務局としては胸

をなで下した次第です。（事務局 高橋善親）  



同窓会開催報告           
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同窓会通信－野幌だより－ 

土壌植物栄養学研究室同窓会 
  「同窓会＆セミナー」・「懇親会」 

 令和５年９月２３日（土）16：30～20：30 札幌市厚

別区 新さっぽろアークシティホテルを会場に土壌植物栄養

学研究室同窓会の「同窓会＆セミナー」・「懇親会」が

2018年から５年ぶりに開催されました。当日前半は、黒沢

記念講堂（13：30～15：30）において開催された「ホー

ムカミングデー」に１２名の同窓生が参加されました。終了

後、移動し「同窓会＆セミナー」・「懇親会」が行われまし

た。 

土壌植物栄養学研究室（旧土壌肥料学研究室）同窓会の

OB・OG ８０名余りの会員に呼びかけましたところ、熊本

県菊池市の村田作氏や栃木県宇都宮市の齋藤達夫氏、宮城県

村田町の平岡良一氏をはじめ２２名の方々が参加くださいま

した。 

 細田治憲会長からは「原田勇先生の研究室卒業生が何拾年

経過しても、学生時代に教えを受けた事を忘れることなく心

の中にしっかり生き続けている原田勇先生の証」についてと

「原田勇先生の奥様の伝言」についてお話しくださいまし

た。 

 特別講演「酪農学園大学の現状と未来」と題して、酪農学

園大学 学長 岩野英知先生からご講演を頂きました。大学

の現状と大学組織の問題、地域中核・特色ある大学強化促進

事業、大学再編プランなどを熱く語られ、私たちは改革に向

かう大学の姿勢に大きく心打たれた次第です。 

～中略～ 

同総会では特に若手の大石美雪氏、佐倉肇氏、池田道弘氏、

村上豊氏、米澤啓子氏、村田拓一氏、小山田文枝氏の熱い想

いが伝わり、事務局として土壌植物栄養学研究室同窓会の開

催に漕ぎ着けられましたこと、本当に良かったという思いで

おります。 

また、西川求氏の紹介で本会に参加されました生出真知子氏

（故生出正美氏夫人）が近況報告をなさいました。 

同窓会＆セミナー・懇親会終わりにあたり「想い」 

今回、残念ながら出席いただけなかった同窓生の方々の想い

にも心寄せながら、報告に替えさせて戴きます。どうか皆様

一人ひとりが命を大切にし、日々のご健康とご活躍を祈念し

つつ本会の報告を終えます。（記載担当 土壌植物栄養学研

究室同窓生事務局 1971年度卒業 干場敏博）    

    大学周年同期会開催報告 

 9月23日(土)18時より新さっぽろアークシティホテルにて、

10・20・30・40・50周年記念を同期会が開催されました。 

コロナ禍のため2020年～2022年度においては中止のため、

今年度(2023年度)を合わせた4期合同の開催となり、獣医(独

自開催しているため)以外の卒業生66名・大学関係者(現教員・

元教員等)16名を合わせた82名が出席しました。 

 当日は先ず記念集合写真を撮影し、その後、司会の加藤清雄

同窓会校友会事務局長からの挨拶で開会しました。続いて野英

二同窓会校友会会長から歓迎の挨拶があり、中原准一貴農同志

会会長の食前のお祈りの後、水野直治先生の乾杯のご発声によ

り食事、歓談となりました。 

 普段から交流のある仲間を誘い出席した方や長い月日を経過

して恩師や卒業生との再会を果たした方もあっという間に距離

を縮め、昔に戻ったかのような姿が印象的でした。 

 歓談中は各周年から数名ステージに上がっていただき近況を

語っていただきました。また活発に名刺交換と伴に会話が交わ

され、若い方で社会人としてのアピールをしっかり行っている

のを目の当たりにし、もう学生ではないのだなという思いが込

み上げました。 

 途中、岩野英知大学学長にもご出席いただき、スピーチを頂

戴することが出来、謝辞と大学改革等についてご紹介をいただ

きました。閉会のご挨拶では大谷俊昭元学長からスマホ時代へ

の警鐘を含めて本学卒業生への薫陶を含めたエールをいただい

た。 

 最後に加藤事務局長の指導により全員で肩を組んで酪農讃歌

を合唱して閉会しました。  

 

 



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

 北海道第一（石狩）地区札幌支部総会報告 

  ９月２３日（土）午前１０時から、同窓生会館大会議室を会

場に、２０２３年度の札幌支部総会が開催されました。参加者は

支部役員・代議員７名、委任状１１名。来賓には岩野学長、清澤

高校長、加藤同窓会長。高島理事長にもご出席いただきました。 

 次第により事務局より上記のとおり出席者数および総会成立を

報告があり、下田支部長より開会のご挨拶ののち、ご来賓４名に

ご挨拶を頂戴しました。高島理事長からは就任のご挨拶兼ねて自

己紹介等をいただきました。岩野学長から祝辞と大学の状況報

告、清澤校長からは同窓会への出席報告や高校の近況報告が述べ

られた。加藤会長からは自己紹介を含め同窓会の状況が報告され

た。 

 議事では２０２２年度事業報告（１号）、２０２２年度決算報

告・監査報告（２号）、２０２３年度事業計画（３号）、2023

年度予算（４号）がそれぞれ提案され、原案どおりに承認され

た。 

 事務局から、昨今、個人情報の取り扱いが厳格化されており、

会員への連絡の基盤整備に苦労していることを話題提供し、時代

に合わせたSNS等のツール（メール、LINE、Facebookなど）

を使った連絡方法を模索してはどうかとの意見をいただいた。 

 その他では事務局より、次期役員(2024～25年度)の継続確

認結果について報告した。 

 下田支部長より、2019年に行った会則改正について、その経

緯と結果を文書として本部へ提出する旨の説明があり、了承され

た。説明の中で、札幌支部は代議員制をとっているが、今後も代

議員制がふさわしいのかどうかも含めた議論が必要との意見が

あった。 

 下田支部長より新規代議員候補者の推薦があり、了承された。

下田支部長より、2023年6月23日に実施したミニサロン（酪

農学園大学附属図書館および石川ゼミとの共催）の内容報告が

あった。（札幌支部 事務局長 中山 敬博） 

酪農学園同窓会 

 編集後記 

 猛暑の夏が過ぎても、例年になく暑い９月を迎えていた北

海道も後半になり、やっと朝晩冷え込みようになり秋らしく

なってきました。 

 今年は学園９０周年の記念事業として２３日には黒澤記念

講堂で記念礼拝・記念講演（ホームカミングデーを兼ねて）

が約２００名の参加者で行われた。 

 ２９日には札幌ガーデンパレスにおいて、記念式典・祝賀

会が１８０余名の参加によって盛大に挙行されました。 

 鹿児島、香川、鳥取、奈良、石川、長野の各県や道内各地

から同窓会役員・地区支部長にも多数ご出席いただきまし

た。紙面上からですが厚くお礼申し上げます。 

 中国地区岡山県支部総会報告 

 令和５年８月２０日（日）１１時から「ピュアリティまき

び」において、酪農学園同窓会岡山県支部総会並びに懇親会

を４年ぶりに開催いたしました。 

 ご来賓として酪農学園同窓会会長 加藤清雄氏、とわの森三

愛高等学校校長 清澤城次氏、中国地区会長 高蓋和朗氏よりご

挨拶並びに酪農学園の現状についてご披露いただきました。 

 総会では、規定の変更と顧問・役員の選出について上程

し、原案通り可決されました。 

 そして、記念講演を同窓の後藤基元三重大学副学長に「地

域酪農の再生方途」と題して行っていただき、厳しい環境に

ある酪農界の将来への示唆に富んだ話題を提供していただき

ました。懇親会では、そこかしこに歓談の花が咲き、学生時

代に戻ったように旧交を温めることが出来、懐かしい昔話に

花を咲かせていました。 

 これからの農業問題についても熱く語り合い、全員で肩を

組みながら「酪農讃歌」を合唱し、またの再会を誓い合い散

会しました。（文責 荒嶋弥寿夫） 


